
都心から一番近いオアシス
水源地宮ヶ瀬

2017年11月28日現在公益財団法人宮ヶ瀬ダム周辺振興財団

～日本版ＤＭＯ推進に向けて～
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1 宮ヶ瀬湖周辺地域の３拠点整備
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・宮ヶ瀬ダムの建設に伴い、清川村、愛川町、相模原市に３つの拠点が整備
・平成４年 地域活性化や水源環境理解促進を目的に

(公財)宮ヶ瀬ダム周辺振興財団が設立
・以来、宮ヶ瀬湖周辺地域の観光地域づくりのかじ取り役を担ってきている



拠点施設の整備・運営 今後の展開方向

２ 財団の歴史・設立目的
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国、県、関係市町村、利水者、民間企業等の協力と連携を行う組織として設立

・県民の水源環境に対する理解を促進すること
・宮ヶ瀬湖周辺地域の活性化を推進すること

・
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３ 水源環境の理解促進（財団の取組）
取組の内容

項目 内容
自然体験教室 植物、動物・昆虫、水源等にふれる自然体験
カヌーと自然観察 本湖でのカヌー体験と自然観察のコラボ
都市での広報活動 宮ヶ瀬の象徴「もみの木」を展示、相互メッセージ
企業・学校等の環境活動誘致 企業、学校の社会的貢献として植樹など環境活動誘致
ダム見学者へのレクチャー 小学校の社会見学や一般の来訪者への説明・案内
宮ヶ瀬湖憲章の普及啓発 ノベルティグッズの配布等による憲章の普及啓発

自然体験教室 Ｅボートによる自然観
察とのコラボイベント

ＮＨＫ横浜での「もみの木」
の展示 3



４ 地域活性化の推進（財団の取組）
取組の内容

項目 内容
大規模事業(３拠点イベント) 季節ごとに開催、地場産品の紹介、地域団体の発表
小規模事業 郷土・伝統工芸等の地域資源を活用した体験イベント
伝統工芸の体験 工芸工房村での陶芸、木竹工、染色等の体験
遊具、アスレチック体験 ふわふわドーム、冒険の森などでの遊び体験
スポーツイベント カヌースクール、24時間リレーマラソン
団体交流事業 宮ヶ瀬湖周辺地域で活動する団体の交流会
調査研究、写真コンテスト 来訪者の動向調査、写真コンテスト・カレンダー作成

みやがせフェスタ よもぎ団子作り 24時間リレーマラソン 4



５ 乗物運行・運航（財団の取組）
取組の内容

項目 内容
湖畔ロードトレイン（ミーヤ号） 宮ヶ瀬湖畔園地で運行、クリスマス期間ナイト運行
ダムサイトロードトレイン（愛ちゃん号） あいかわ公園パークセンター～ダム下の運行
インクライン ダム建設時の施設を活用し、ダム堤体部の昇降
遊覧船みやがせ２１ ３拠点を結ぶ湖上遊覧船の運航
シャトルバス 繁忙期に３拠点を巡回する無料バスの運行

ダムサイトロードトレイン
（愛ちゃん号）

インクライン 遊覧船みやがせ２１
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６ 宮ヶ瀬湖周辺を取り巻く環境の変化

東名

東丹沢

●圏央道の開通 相模原ICから20分
・・・広域圏からの来訪者需要

リニア中央新幹線

リニア中央新幹線
関東車両基地

中央

関越

圏央道

相模原ＩＣ
津久井広域道路
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●2020年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
・ ・・カヌー等スポーツ熱の高まり

●リニア中央新幹線（関東車両基地整備）

・・ ・最先端科学技術拠点

カヌー・ボート等

～最先端の科学技術と自然豊かな湖のコラボエリアの誕生～

さいたま市
約80分

都内
約80分

東京オリンピック・
パラリンピック

横浜
約65分

埼玉・東京から50～60キロ
横浜・川崎から30～40キロ



7 財団からの事業提案・新たな動き

①ステップワン（Ｈ２７～２８年度）
道の駅整備で丹沢大山との一体性向上

情報・交流拠点やまなみセンター別館オープン

地域観光情報の一元提供 ・・・ワンストップ化

方向性 情報・交流拠点の整備・・やまなみセンター別館オープン
各種団体の交流拠点

大山

丹沢

周辺情報の発信
情報拠点

道の駅

やまなみセ
ンター別館

水の郷地域及び湖畔園地活性化事業構想・・・楽しめる環境づくり
方向性 適切なゾーニングと魅力アップ

遊びの要素の取り込み、自然の中での
レクリエーションによる健康増進
（子供、高齢者向け・・グラススライダー、アスレチック、グラウンド・ゴルフ）

道の駅（煤ヶ谷）～宮ヶ瀬水の郷・別館
道の駅、アクセス道路整備等による広域・地域の利便性向上

②ステップツー（Ｈ３２年度）

東京オリンピック・パラリンピックのスポーツ振興で活性化

・『カヌーの宮ヶ瀬』
・スポーツ利用の増進（カヌー、ボート、駅伝、マラソン、トレイル）

方向性 湖面利用の拡大・・ＮＰＯ連携等で指導者確保
浮き桟橋の老朽化対応
Ｅボート整備で自然観察とコラボ
自然の中での生涯スポーツを通じた健康増進
2020年東京大会に先立つ事前カヌーキャンプ誘致

レンタルカヌー Ｅボート体験 24時間リレー
マラソン

③ステップスリー（Ｈ３９年度）

リニア新幹線の関東車両基地の整備との連携化

最先端のリニア新幹線の関東車両基地見学と近接する首都圏最大級の自
然豊かな宮ヶ瀬湖畔で憩う魅力とで、観光の核への成長を目指す

方向性 リニア新幹線の関東車両基地の整備を展望
・隣接する宮ヶ瀬湖周辺３拠点の施設拡充
（宮ヶ瀬湖畔園地、鳥居原園地、あいかわ公園）

・親水性の向上
・宮ヶ瀬湖の周遊交通（遊覧船、バス路線）の充実方策
・宮ヶ瀬湖アクセス・周遊ルートの整備 等

→県、相模原市、愛川町、清川村の参加を得て地域整備の協議する場を
立ち上げ

宮ヶ瀬湖周辺を新たな観光の核に育てる
スリーステップ

国での新たな動き
観光地での舵取り役となる
「日本版DMO」候補法人の登録制度開始

宮ヶ瀬ダム周辺振興財団は、
宮ヶ瀬湖周辺地域に観光客を呼び込み、
地方創生を図る

「日本版DMOの先駆的な存在」 7



③ 地域における情報交換や協調のネットワーク強化

・平成28 (2016)年度 日本版DMO候補法人登録申請→平成29年5月12日登録
・平成32 (2020)年度 観光庁による正式登録
日本版DMO候補法人登録は、スタートであり、2020年を目途に正式登録

８ 日本版DMO法人となるメリット

波及効果（メリット）

② 地方創生推進交付金等を活用した事業を実施

① 観光地として、宮ヶ瀬湖周辺地域を全国にＰＲする好機

2016年
新聞社のダムランキングで全国第１位
１位 宮ヶ瀬ダム（神奈川県） 1070ポイント
２位 黒部ダム（富山県） 930ポイント
３位 日吉ダム（京都府） 780ポイント

観光客の増加による地域活性化（経済効果）、水源環境理解促進

8

スケジュール

④ 各市町村の行政境にまたがる宮ヶ瀬湖周辺地域をひとつ
のマネージメントエリアとして観光地域づくり



宮ヶ瀬湖周辺地域の厳格な定義はないが、次の点を考慮したエリアを設定

・宮ヶ瀬湖の所在する市町村
・公共交通機関アクセス拠点（橋本、本厚木駅）が所在する市町村
・車での広域アクセス拠点（相模原ＩＣ、厚木ＩＣ）が所在する市町村
・宮ヶ瀬湖へのアクセス上にある観光宿泊施設（飯山、七沢温泉）
・行政、歴史的なつながり
・財団に出捐している自治体 等

９ エリア設定マーケティング・マネジメントする区域

考え方

9

（全域） 愛川町、清川村
（一部地域）相模原市緑区鳥屋、青山

長竹、根小屋
厚木市 飯山、七沢



10 何度も来てもらえるお客様を大切に

首都圏近郊に住む家族連れ客
体験したり、楽しめる施設を充実していく
イベントで楽しんでもらう、ワンストップの実現
どんな施設やイベントがあるのかＰＲする など

第１ターゲット

スポーツ・レクリエーション愛好家、体力づくり・健康志向派
カヌーなど森と湖の中での本格的なスポーツ体験
楽しみながら体力づくり など

第2ターゲット

日本を訪れる外国人観光客など
外国人の方への案内（英語、中国語など）
スマホで使える無料ＷｉＦｉの整備 など

第３ターゲット
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11

11 新しくオープンした施設など
みやがせミーヤ館（湖畔園地）こども広場（湖畔園地）

とりで遊具（あいかわ公園） Wi-Fi整備
やまなみセンター
ミーヤ館
宮ヶ瀬湖カヌー場

多目的広場（小中沢園地）

Ｅボート・カヌー

浮き桟橋（宮ヶ瀬湖カヌー場）
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12 平成29年度（2017）の取組

グラススライダー整備（湖畔園地）
地方創生拠点整備等交付金（県）

遊覧船リニューアル
地方創生推進交付金（財団）

レイクスポーツフェスティバル
宮ヶ瀬クリスマス キャラバン隊

日本版ＤＭＯ候補法人登録記念シンポジウム
地方創生推進交付金（財団）

セグウェイ整備（小中沢・湖畔園地）
地方創生推進交付金（財団）



13 宮ヶ瀬 体力づくりプログラム（モデルプラン）

楽しみながら健康に！

日帰り（宮ヶ瀬湖畔～清川村体験）

Ｅボート体験グランドゴルフ 水の郷商店街 道の駅清川 別所の湯

宿泊（宮ヶ瀬湖畔～宿泊～ダムサイト体験）

グランドゴルフ
アスレチック

水の郷商店街カヌースクール 飯山・七沢温泉
宿泊

観光放流
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宮ヶ瀬湖周辺３拠点の来訪者数の目標値

観光を通じた地域活性化により
来訪者の増を図る
中長期経営計画 目標値171万人（Ｈ32）

（単位：万人）

14 KPI（重要業務評価指標）（来訪者数）



15 多様な関係者の連携・協力が不可欠

15

夢を実現していくためには、
・中心になってまとめ、舵をきっていく船長役が必要
・多くの人たちの連携や協力が不可欠

宮ヶ瀬財団
日本版ＤＭＯ

・周遊企画乗車券、サービス

・観光ＰＲ

交通事業者
小田急、神奈中等

地域住民

・地元雇用

・地域を知る人による総合案内

商工業
地元業者、観光協同組合等

・地元優先の受注

・地場産品の開発、販売促進

宿泊施設
キャンプ場、温泉等

・周遊ルートＰＲ

・集客力アップによる相乗効果

農林漁業・ＮＰＯ法人
漁協、森林組合等

・イベント連携

・地場産品の開発、販売促進

飲食店
水の郷、道の駅、ふれあいの館

等

・観光ＰＲ、イベント連携

・地場産品の販売

行政
国、県、市町村等

・宮ヶ瀬ダム水源地域ビジョン

・やまなみ５湖水源地域交流の

里づくり計画

・観光振興計画、まち・ひと・

しごと創生総合戦略等

・国業務や県指定管理業務の発注
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